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我々の「いのち」は自分のものでしょうか？私

が誕生するには、父と母があり、その父と母にそ

れぞれ父と母があり、その父と母にも又それぞれ

父と母がある。この様に順に５代遡ると６４人の

父母が存在し、１０代遡ると実に２、０４６人の父母が

存在しなければ、私と言う１人の人間がこの世に

生を受ける事は絶対なかったのです。この中の誰

１人欠けても私は存在しないのです。

この様に考えると我々の「いのち」は永遠の過

去より多くの「いのち」を受け継ぎ、永遠の未来

に向かって受け継いでゆかなければならない使命

があるのです。

又、母親のお腹に宿ると、「渇いた時には母の

血を飲物とし、飢えた時には母の肉を食物とする。

月満ちて生む時になれば、骨節ことごとく痛み、

脂汗流れて、その苦しみ堪えがたし。この世に誕

生すると、母の懐を寝床とし、母の膝を遊び場と

する。母の乳を食物とし、母の情けを生命となす。

飢えたる時、食を求むるに母にあらざれば与えら

れず、渇きたる時、飲を求むるに母にあらざれば

咽まず。寒き時服を加うる、母にあらざれば着ず。

暑き時衣を徹するに母にあらざれば脱がず。母飢

えたる時も、哺めるを吐きて子に与え、母寒さに

苦しむ時も、着たるを脱ぎて子に被らす。母にあ

らざれは養われず。母にあらざれば育てられず。

２歳、懐を離れて始めて行く。父に非ざれば、

火の身を焼くことを知らず。母に非ざれば、刀の

指を堕すことを知らず。３歳、乳を離れて始めて

食う。父に非ざれば、毒の命を損することを知ら

ず。母に非ざれば、薬の病を救うことを知らず。」

（父母恩重経より）
このように山よりも大きく、海より深い父母の

の ち
岡 部 快 圓

恩がなければ成長することが出来なかったのです。

そして、実社会に出れば、多くの人々の力によっ

て生活することが出来るのです。衣、食、住、総

てに於いて自分だけの力で創った物は何一つ有り

ません。着る物、食料、家、どれをとっても多く

の人の力、いや天の恵み、地の恵み、海の恵み、⌒

総ての恵みのおかげに依って生かされているので

す。要するに、世の中総ての物は、お互い持ちっ

持たれつの関係においてのみ生存することが出来

るのです。持ちつ持ちつでもなければ、持たれつ

持たれつでもありません。一見敵どうしに見える

弱肉強食の世界に於いても、この関係は成り立っ
ているのです。アフリカのサバンナには肉食獣と

草食獣が壮絶な弱肉強食の世界を展開しています。

ライオンはシマウマ、インパラ等の草食動物を食

料にしています。表面的に見れば敵同士ですが、

良く見れば、ライオンか捕っているのは、小さい

子ども、病気のもの、年老いたものです。これは

捕獲するとき簡単だからです。しかし、このこと

が、強い種を残し、疫病を防ぎ、間引きをして１

るのです。もしライオンがいなかったならは、草

食動物はその数を段々増し、草原の草を総て食べ

尽くしてしまうでしょう。そうなれば当然の結果

として、シマウマ、インパラ等の草食動物はこの

世から死滅してしまうのです。シマウマ、インパラ

等が生き延びる為には、ライオンか必要なのです。
この様に考えると、自分のものと思っている

「いのち」も永く、多くの恩を受け、そして、た

くさんの関係に影響を及ぼしているのです。

生かされている「いのち」大即こしたいものです。

（大須観音宝生院貫主）

２



昨年末は、西尾市の中学校での“いじめ ’に端

を発したと思われる「被害者」生徒の自殺がマス
コミを賑わせました。以来“いじめ・問題報道が

日本の学校を揺るがせ、“いじめ”による自殺と

推定される事例が次々に発掘され、今日の「学校

現場の異常さ」に人々は心を痛めています。

船橋洋-氏によれば、米国ではまず、いじめっ

子に問題ありとし、その性格や家庭背景の分析に

力を入れるが、日本では、いじめられっ

子やその家庭のほうに関心が集中しが

ちだそうで、確かにそうした傾向を読

ｒみ取ることが出来そうです。

当初これらの報道は「可哀想ないじ

められっ子」が「如何に酷い“いじめ”

を受けているか」、その親たちが「如

何に苦しんでいるか」、学校は’「如何！

に無責任で、いじめ問題を隠すことに

汲々とし、問題対応能力を欠いている

か」という枠組みで問題を解き明かそ

うと努力していたように見えます。そ

れだけ「 “いじめ ’による自殺」は衝

動的なことでした。然しこうした枠組

みを当然の前提とする報道では、「い

じめっ子」をも含む「いじめ問題」の

構造を問うには一面的と言わなければ

ｒなりません。
文部省は、早速「いじめた側の責任

を問うべきだ」「法に照らして処断す

る厳しい措置が必要」との文部大臣の

見解を公表し、警察当局も此れに呼応

山

するかのように加害生徒の捜査に入ったようです。
これは「いじめ」問題の刑事事件としての側面に

注目するというもので、その限りでは間違いでは

ありません。この場合「いじめっ子たち」の氏名

を公表しないことなど、被疑者（犯罪の嫌疑をか

けられている者で、犯罪者と認定された者ではな

い）としての扱いがなされるのは文明国家として

当然の事です。然し刑事事件としては「加害者」

「被害者」という法的関係を構成するにせよ、「い

じめ」問題という教育現場での問題に中央政府が

どう関るのがよいのかは、簡単に結論が出せるほ

ど単純な問題ではありません。

更に「何故 “いじめ ’が起こるのか」という問
いには、かなり複雑で多面的な検討が不可欠です

し、現段階では証明不能な多くの仮説がありうる

でしょう。こうして見てくると、マス

コミのキャンペーンとしては、限界が

あるのは当然だとしなければなりませ

ん。

然し私達は今、こうした「事件」に

関する第一次資料をもっていません。

私達の情報源は目下のところマスコミ

報道です。然し当事者の感ずるように

感ずる一種の「人間臨床」経験を持つ

市民としては、自らの経験に照らして

「事実」を問い、報道情報を解読する

力を育てていきたいものです。

子ども社会での「いじめ」は元来

「大奥」でのそれのように「陰湿」な

ものではなく、子どもの「残酷さ」を

直裁に現わした「悪戯」の一種でした。

其処には閉塞された小社会と非人間的

「嘲笑」がありました。大人の場合で

も日本帝国軍隊における「いじめ」は、

極端な「閉塞」状況の下で繰り広げら

れました。報道された家族宛「遺書」

の「家にいるときがいちばんたのしかっ

た。何一つ不満はなかった。けど・・」「忠告ど

おり、死なせてもらいます。でも・・だたかれた

り、けられたりって、つらいですね。」「しんでお

わびいたします。」などの言葉の中に、私達はど

のような閉塞状況を読み取るか、それが今問われ

ているように思えるのです。

（日本福祉大学副学長、司法福祉論・ソシアル
ケースワーク専攻、本会訓練委員）
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第 １ ５ 回 全 国 研 修 会 香 川 大 会

佐 竹 一 予

ふれあい・かたりあい・あゆみあいー-よき

隣人への道

関して

のテーマのもと、ｔ９９４年１１月１０日

①家族問

- ４ -

イ コドラマ、③ロールプレイ、④相談活動の不安、

マ ン ネ リ 化 な ど ボ ラ ン ティア 活 動 に 関 す る グル ー

プ、 Ｃ ・ 運 営 の 諸 問 題 に 関 して ①法人化、⌒、

２４時問体制、倫理、研修会の運営について、②後

援会、賛助会員、寄付金の減少対策など以上１１コー
ス１４グループに分かれそれぞれ真剣に学び、熱心

に討論がなされました。

最終日の全体会では、各分科会の報告を行いま

した。方法は各グループの自由です。代表者によ

る要点・まとめの報告、参加者全員による寸劇、
̶言づっ感想を述べたり、また各々の学び感想を

各自俳句（もどき）にして発表したり、フロアー
を巻き込んでのパフォーマンスが繰り広げられる

など、多彩でした。おかしくて大笑いをするかと

思えば真面目にメモをとったり‥・と、楽しい中
にも各々に分科会の雰囲気や内容がよく分かりま

した。

閉会式ではと夕；期開催地の茨城のスタッフが扮し
た水戸黄門様一行によるお馴染みの場面、せりふ

が会場を沸かせました。また大須賀先生はじめ参

加者２９人が‘来年はぜひ茨城べと呼掛けられま

した。

⌒ ≒

～１２日までの３日間、第１５回いのちの電話全国研

修会が香川で開かれました。全国から４３０人の参

加がありました。
主なプログラムは第一日目が午後より、開会式、

基調講演、そして夜は懇親会がありました。二日

目は分科会（１）（２）、ミニ交流会と続き、三日目は

全体会、閉会式となっていました。

基調講演では、四国学院大学学長の中園康夫先
生か「よき隣人への道」と題し、ノ一マリゼーショ

ンの考え方に基づいて話されました。生まれなが

らよき隣人とはどういう事なのか、という問いか

けに始まり、障害を持った人が２級市民ではなく

普通の街の中で普通の生活を送っていくには‥・、

電話に関わる私たちが援助者としてどう自分に問
いかけていくのか・‥。人間的意味で真の援助に

なる対応が必要とされている今、参考になる１つ

の理念である事。援助者として、何もしないけれ
ど、クライエントが今感じている大切なポイント

の共感をもち続けること‥・等熱っぽくお話下さ

いました。

翌日の分科会は次のテーマで行われました。Ａ・

かけ手を理解することに関して

題、②桁神障害、③性、④常習通話者、⑤危機介

入等に関するグループ、Ｂ・相談員の自己理解に
① エ ン カ ウ ン タ ー グ ル ー プ 、 ② サ
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メー・

全国大会は、全国の仲悶と出会い、互いに大き

なエネルギーをもらうと共に、年に一度原点に戻

る機会でもあると思っています。

久しぶりの香川でしたが、瀬戸の海の色と共に、

讃岐の方の人情をお土産にしっかり頂きました。
多曇、年は名古屋でのｉ刑催が浹っています。プロセ

スを大切にし組織と相談員一人ひとりか生き生き

と真に活かされる名古屋センターを目指して大会

の準備をしたいと願いながら帰路にっきました。

（名古屋いのちの電話訓練担当主事）

おめでとう／８期生

別年１１月１日、８期生が認定を受けました。

認定式の後、相談員の準備した沢山の食べ物をい
ただきながら、今の気持ちを語ってもらいました。

小さいけれど、とても立派な終了書と認定

書をいただき、身の引きしまる気持。肩肘は
らずにじっくりとやっていきたい。

講習を受ける前は、自分はカウンセラーに
適していると考えていたが、講習を終った今、

相談電話を受ける事に大きな不安を抱いてい
る。

研修を終える頃にはさぞかし成長している
ことだろうと、心秘かに成長した自分を想像

してニヤニヤしていた顔が、今はとてもひき
つっている。

とても楽しいお茶の会、先輩たちの暖かい

心づくしに包まれて今はとても幸せ。私もこ
れからこの暖かさを電話線を通して少しでも

相手に伝えることの出来る相談員になりたい。

お茶を片手に、にぎやかに話し合うひととき、

相談活動へ向けてのエネルギーがみなぎっている。

利用者のよい相談相手になって下さい。

- ５ -
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１９９４年１０月１日より１２月末日までに下記の方々から暖かいご支援をいただきました。一同深く感謝いたしますと共に
ご 報 告 申 し 上 げ ま す 。 （ 順 不 同 ・ 敬 称 略 ） 社 会 福 祉 法 人 愛 知 い の ち の 電 話 協 会
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上記期間内に何度もご寄付くださった方もお名前は１回にさせていただいております。

ｊ４
　　１１１１１１１１ｊｍｌ
１１１

１２月にはいり、中学生のいじめ問題が連日新聞ラジオ・テレビを賑わせている中で、１５日、日本
自殺予防学会の緊急アッビールが発表された。「青少年の自殺流行は、マスコミ報道のセンセイショ
ナルな取扱いに起因することが多いこと。一旦流行が始まると悪循環を生じて、鎮静が容易でな
いこと。今回も自殺流行の初期徴候が現われはじめているので、自殺統発の対策が急務であるこ
と。」を述べて何よりも大切なのは、マスコミの自殺報道に際しての、流行に関する理解と十分な

配慮を強く訴えている。誠に時宜を得たアッピールといえるが、惜しむらくは、日本自殺予防学会と日本い
のちの電話連盟の連名で出して頂きたかった。
思うに、一般に自殺が起る場合は、自殺念慮（自殺準備）の状態が生じ、その上に直接の自殺動機が加わっ
て自殺が遂行されるといわれている。中学生の置かれている、彼らなりのストレスにみちた生活状況を知れ
ば知る程、センセーショナルな若年者の自殺の報道が、どれほど彼らの中にひそむ自殺願望を刺激し、拡幅
することになるか、想像に難くない。又生命を軽視する社会の風潮の中で自殺多発流行の報道により、こど
も遠の周囲に、自殺に向かわせる直接動機となりうる事象の続発することも予想される。
何よりも、生命の尊さと、強く生きることの大切さをこども連にわからせるために、家庭、学校、地域と

社会全体に十分な配慮が必要なとき、マスコミ報道関係にも、特別に慎璽な配慮による報道を求めたい。
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（ 長 井 潤 記 ）

１９９５年２月１日発行
発 行 人 相 馬 信 夫
編集人広報委員会

１９９５．早春

当協会への寄付金については所得税や法人税の
優遇措置が受けられます。
★ 個 人 の 場 合

確定申告によって、所得税法、（第７８条２項
３号）の規定により寄付金控除が受けられま
す。

：；ｇ：讐昌ｊｌ〉のいずｉ・・ｌ、・６ゝ ｌｌｂヽ 金額
-（１万円）＝寄付金控除額

・なお、相続の場合も申告期限前の寄付金は、
控除されます。

★ 法 人 の 場 合
確定申告によって寄付された金額を法人税法
（第３７条２項・３項３号ｌｙの規定により、一
般損金算入の枠の他にこれと同額枠の損金算
入枠が認められます。

★本協会の発行する領収書は上記の措置を受け
る確定申告のため大切に保管して‾ｌｉさい。

お問い合わせは…
社会福祉法人愛知いのちの電話協会

事務局容９７１-５１８１

ご寄付下さる皆様へ

- ８ -

郵便振替口座００１１１０-８-５３７５８
東海銀行大津町支店（普）預金口座４７７０２９

理事会・評識員会・訓練委員会・世話人会
総務・１０周年記念合同委員会
認定委員会
２４準備委員会
フリーマーケット・ｉｎ東別院
第 八 期 認 定 式 歓 迎 パ ー テ ィ ー
全国ディレクター会議（大阪）
福岡いのちの電話１０周年記念式
長崎いのちの電話開局式

にパＩパ Ｉ ド ・

一
・
-
一
一
-
・
一

談 事 業 に 寄 託 。

㎜●●㎜●●㎜●●皿

、「

いのちの電話を支援する宗教者の会募金４，０００円
以上２９０，０００円全額を名古屋いのちの電話の相

フ リ ー マ ー ケ ッ ト ｉ ｎ 東 別 院
昨年１０月に第一回目が開催され、大成功裡に終わった「フリーマーケット」。その勢いで今年５月に

第２回目を計画いたしましたが、無情の雨にたたられ、天を仰いで嘆息したものでした。
しかし、今回１０月３０日は祈りが通じ、晴天の下、万全を期しての開催となりました。
たった１年間で、巷ではフリーマーケットブームとなり、当日もいくつかの開催が重なって、少し

心配したのですが、以前の出店者、５月から待っていた方、新規の人で、約百の出店を数え、東別院
境内は大にぎわいの盛況でした。
特に今回は、先回の反省に基づき、ボランティアの方による車整理が大成功。例によって西沢委員

の会場を眸睨する眼光の威力でトラブルも混乱もなく感謝感謝の大成功でした。
また、向田委員のご尽力で名城ライオンズクラプより多量の品物（新品）をご提供いただき、販売

担当の方は嬉しい悲鳴を上げながらの格闘でした。
収益は別項の通りですが、恐らくフリーマーケット主催でこれだけの収益を上げるところは他には

なく・・・ですから皆様、この収益は私達以外には秘密にしてほしいと思います。（次の成功のため）
陰に表にご協力いただき、また相談員の立場とボランタリズムのはざまにあってお手伝いいただき
ました多くの方々に心より感謝申し上げます。
次回は５月１４日開催の予定です。よろしく！

「取ｉｉｉＦＩ出店協カ金２６４，０００円
駐車協力金２２，０００円
合 計 ２ ８ ６ ， ０ ０ ０ 円

｜ ●

名古屋いのちの電話日誌
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１０月１７日
２４日
２５日
２８日
３０日

１ １ 月 １ 日
２～３日

５日

１０～１２日全国研修会香川大会
１４日訓練委員会・世話人会
１８日愛知電話相談ネットワークの会
２１日総務・１０周年記念合同委員会
２４日財務委員会・ケース研究会

１２月７日継続研修を考える会
１２日訓練委員会・世話人会
２９日～１月４日事務局年末年始休日

１月７日愛知電話相談ネットワーク打合せ会
９日総務・１０周年記念合同委員会

２０日愛知電話相談ネットワークの会
２３日訓練委員会・世話人会

社会福祉法人愛知いのちの電話協会
名古屋いのちの電話

〒４６１-９１名古屋東郵便局私書箱第２５７号
事務局酋０５２-９７１-５１８１

相談電話ａ０５２-９７１-４３４３


